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社会貢献にも熱心だった実業家・大原孫三郎が創設した倉敷中央病院では
今もなお創設時の理念に沿って、計画的に施設の整備更新を続けている。

2008年からの新中期計画では、1棟の改築と新3棟の増築を実施し、
蓄熱を活かして省エネと省CO2を両立する新たな空調設備を導入した。

偉大な創設者の理念を継承した設備管理

夜間電力を活用し、
省エネと省CO2を実現

　

財
団
法
人
倉
敷
中
央
病
院
は
、
診
療

科
目
27
科
、
病
床
数
1
1
5
1
床
の
規

模
を
持
つ
総
合
病
院
で
、
全
国
的
に
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

創
立
は
1
9
2
3
年
、
創
設
者
は
倉
敷

紡
績
の
社
長
だ
っ
た
大
原
孫
三
郎
だ
。

彼
は
、
労
働
環
境
の
整
備
に
注
力
し
、

大
原
社
会
問
題
研
究
所
や
倉
敷
労
働
科

学
研
究
所
な
ど
を
設
立
。
文
化
事
業
に

も
熱
心
で
、
日
本
有
数
の
西
洋
美
術
コ

　右）開放感あふれるフラワーガーデン
　　　（床冷暖房）
左上）1 年を通じて緑豊かな温室
左中）ホテル並みの設備を誇る病室
左下）地上 51m にある屋上庭園フロア
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レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
大
原
美
術
館
も
立

ち
上
げ
た
。

　
「
当
院
に
は
、
大
原
孫
三
郎
の
理
想
主

義
と
人
間
重
視
の
姿
勢
が
強
く
表
れ
て

い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
同
病
院
の
施

設
グ
ル
ー
プ
担
当
部
長
の
藤
本
義
秋
氏
。

創
設
の
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、

「
真
に
患
者
の
た
め
の
治
療
」「
病
院
く

さ
く
な
い
明
る
い
病
院
」「
東
洋
一
の
理

想
的
病
院
」
の
3
つ
だ
。
真
に
患
者
の

た
め
と
は
、
研
究
目
的
で
は
な
く
〝
治

療
本
位
〟
で
あ
り
、
患
者
の
た
め
に
奉

仕
す
る
こ
と
。
ま
た
、
新
聞
に
〝
病
院

の
芸
術
化
〟〝
病
院
の
中
に
楽
園
〟
と
紹

介
さ
れ
る
よ
う
な
、
い
い
意
味
で
病
院

ら
し
く
な
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
。
東
洋
一
の

病
院
を
目
指
し
、
人
材
も
設
備
も
最
高

レ
ベ
ル
を
追
求
し
て
き
た
。

　

同
病
院
は
、
経
営
者
、
施
設
管
理
者
、

設
計
者
が
協
力
し
、
病
院
と
し
て
は
珍

し
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

い
う
概
念
の
も
と
で
、
施
設
の
管
理
運

営
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
院

内
に
は
、
人
間
国
宝
に
よ
る
美
し
い
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
緑
が
あ
ふ
れ
る
開
放

的
な
温
室
な
ど
、
来
院
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
、
気
持
ち
を
安
ら
げ
る
工
夫
が
随

所
に
見
ら
れ
る
。
玄
関
に
は
エ
ス
コ
ー

ト
係
が
常
駐
し
、
来
院
者
の
送
り
迎
え

既
存
の
水
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と

新
た
な
氷
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
サ
ポ
ー
ト
。
同
病
院
の
理
念
は
、隅
々

に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
る
。
2
0
0
0

年
か
ら
は
、
急
性
期
医
療
を
担
う
基
幹

病
院
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
べ
く
、

施
設
整
備
に
着
手
。
新
病
棟
は
、
す
べ

て
個
室
の
集
中
治
療
室
や
、
ベ
ッ
ド
ご

と
に
窓
を
設
け
た
4
人
部
屋
の
病
室
な

ど
、
設
計
に
も
新
し
さ
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
対
し
て
、日
本
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
か
ら
、

2
0
0
9
年
度
「
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
大
賞
」
の
最
優
秀
賞
が

授
け
ら
れ
た
。
病
院
で
は
初
の
栄
誉
で

あ
る
。*

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
3
年
ま
で

の
新
中
期
計
画
で
は
、
1
9
7
5
年
に

竣
工
し
た
1
棟
の
改
築
工
事
と
と
も
に
、

急
性
期
医
療
の
中
核
を
担
う
新
3
棟
の

新
築
工
事
を
実
施
。
こ
れ
に
と
も
な
い

空
調
設
備
の
見
直
し
も
図
ら
れ
た
。

　

1
棟
で
は
、
も
と
も
と
蒸
気
吸
収
式

冷
凍
機
と
、
タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
利
用
し

た
水
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
い
た
。
設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
冷
凍
機
を
新
型
の
タ
ー
ボ

冷
凍
機
に
入
れ
替
え
て
い
る
。
更
新
の

理
由
は
、
経
年
劣
化
に
よ
る
能
力
低
下

へ
の
対
応
、
C
O
2
排
出
量
の
削
減
、
そ

し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
だ
。
改
築

前
３
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

平
均
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
、
熱
源

更
新
に
よ
る
高
効
率
化
で
約
１・１
％
の

削
減
、
全
体
で
約
２・７
２
％
の
削
減
を

目
標
と
し
て
い
る
。「
も
ち
ろ
ん
、
機
器

の
更
新
だ
け
で
は
な
く
、
病
院
で
働
く

ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も
不
可
欠
だ
と
思
い

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
同
病
院
の
施
設

グ
ル
ー
プ
熱
力
課
課
長
の
橋
本
徹
氏
。

　

新
3
棟
に
は
、
2
台
の
ブ

ラ
イ
ン
タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
利

用
し
た
氷
蓄
熱
式
空
調
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
た
。
蓄
熱
方

式
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、

空
調
設
備
を
担
当
し
た
高
砂

熱
学
工
業
株
式
会
社
の
協
力

に
よ
り
、
水
蓄
熱
式
と
氷
蓄

熱
式
の
比
較
を
行
っ
た
と
い

う
。そ
の
結
果
、設
置
ス
ペ
ー

ス
が
小
さ
く
て
済
む
点
と
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で
あ

る
点
か
ら
、
氷
蓄
熱
式
が
採

用
さ
れ
た
。

*
*
*
*
*
*
*
*

　

同
病
院
で
は
B
E
M
S
の

導
入
に
よ
り
、
院
内
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
〝
見
え

る
化
〟
し
、
積
極
的
に
省

＜１棟＞
ターボ冷凍機（定速）1,758kW

（500USRt）×1 台
ターボ冷凍機（高効率）1,406kW

（400USRt）×2 台
水蓄熱槽 4,417㎥

＜新 3 棟＞
ブラインターボ冷凍機 967kW

（275USRt）×2 台（製氷時）
氷蓄熱槽 210㎥

設
備
概
要

エ
ネ
を
推
進
。
設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前

は
昼
間
も
冷
凍
機
を
動
か
し
て
い
た
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
夜
間
蓄
熱
で
昼
間

の
分
も
ま
か
な
え
て
い
る
と
い
う
。

　
「
平
日
は
夜
間
に
熱
源
機
を
運
転
し
、

蓄
熱
槽
に
蓄
え
た
熱
を
昼
間
に
使
う
こ

と
で
、
最
大
電
力
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
比
較
的
負
荷
の
少
な
い
土
日
に

蓄
熱
運
転
を
集
中
さ
せ
、
平
日
の
昼
間

に
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
金
曜
日

に
は
蓄
熱
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
で
何
と
か
も
っ
て
い
ま
す
。
1
週

間
単
位
で
、
フ
ル
に
蓄
熱
を
使
っ
て
い

る
感
じ
で
す
ね
」
と
橋
本
氏
。
不
足
す

上）ブラインターボ冷凍機
中）ターボ冷凍機
下左）水蓄熱槽　下右）氷蓄熱槽

見晴らしのいい屋上庭園は、
来院者たちの憩いの場
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る
場
合
は
、
ピ
ー
ク
を
避
け
て
昼
間
の

追
い
か
け
運
転
を
行
う
こ
と
も
想
定
し

て
い
る
が
、
現
状
で
は
行
わ
ず
に
済
ん

で
い
る
と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
、
複
数

台
あ
る
冷
凍
機
は
、C
O
P（
成
績
係
数
）

が
異
な
る
の
で
、
C
O
P
の
高
い
高
効

率
な
機
械
を
優
先
し
て
使
う
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
推
移
を
見
る

と
、
い
っ
た
ん
は
増
床
に
と
も
な
い
使

倉敷中央病院

〒 710-8602
岡山県倉敷市美和 1-1-1
TEL ：086-422-0210　
URL：http://www.kchnet.or.jp

夜
間
電
力
に
よ
る
蓄
熱
を
フ
ル
活
用

電
力
負
荷
平
準
化
と
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

倉敷

岡山

瀬戸内海

玉野

倉敷中央病院

氷蓄熱式空調システム 水蓄熱式空調システム

氷蓄熱槽
210m3

病棟等負荷

水蓄熱槽4,417m3

3
棟
低
層
階
負
荷

ブラインターボ冷凍機
275USRt（製氷時）

ターボ冷凍機
（定速）
500USRt×1台

ターボ冷凍機
（高効率）
400USRt×2台

蒸気吸収式冷凍機
400USRt×2台

ブラインターボ冷凍機
275USRt（製氷時）

倉敷中央病院の空調システム

高砂熱学工業株式会社
岡山営業所　作業所長

栁瀬 崇弘 氏
高砂熱学工業株式会社　
岡山営業所　担当課長

飯田 悦男 氏

財団法人倉敷中央病院　
施設グループ　熱力課　課長

橋本 徹 氏
財団法人倉敷中央病院　
施設グループ　電気課　課長

富永 秀次 氏
財団法人倉敷中央病院　
施設グループ　担当部長

藤本 義秋 氏

用
量
が
増
え
た
も
の
の
、
以
降
は
減
少

し
、
現
在
は
ほ
ぼ
増
床
前
の
使
用
量
に

戻
っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
も

約
1
1
0
ℓ
／
㎡
か
ら
約
80
ℓ
／
㎡
に

減
少
。
夜
間
電
力
を
活
用
し
た
蓄
熱
運

転
に
よ
り
、
電
力
負
荷
平
準
化
と
省
エ

ネ
・
省
コ
ス
ト
効
果
も
大
き
い
と
い
う
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

こ
う
し
た
空
調
設
備
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
は
、
同
病
院
の
持
続
的
成
長
を

見
す
え
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
患
者
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
C
O
2
排
出
削
減
と

い
っ
た
環
境
問
題
に
貢
献
し
、
な
お
か

つ
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
げ
る
の
だ
。

壮
大
な
理
念
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
し

て
き
た
同
病
院
は
、
今
後
も
適
切
な
設

備
機
器
の
運
用
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
。

倉敷市美観地区に隣接し、
岡山県西部を中心に地域医
療の中核を担う。診療科目
は 27 科、病床数は 1,151
床で、3,012 人の職員が働
く。完全独立採算の民間病
院でありながら、先端的な専
門的医療技術を備える。


